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――宮沢賢治「なめとこ山の熊」の時代――
はじめに「なめとこ山の熊」は、心やさしい猟師小十郎が家族を養うために多くの熊を撃ち殺すが、ずるい荒物屋に毛皮を安く買いたたかれて、最終的に熊に殺されてしまう話である。高校教材として、一九八〇年代に筑摩書房や三省堂の『現代文』に採択された。一九九〇年代には『新編
 国語Ⅰ』 （教育出版）
に採択された。 『国語Ⅰ』や『国語Ⅱ』が『国語総合』に変わってからは、 『国語総合』 （第一学習社、二〇〇三年）に収録された。
この物語の時代設定について、小森陽一氏（東京大学教授）は『最新
 宮沢
賢治講義』 （朝日新聞社、一九九六年）で、明治政府 一八九七（明治三〇）年に森林法を発動し、日露戦争後の一九 七（明治四〇）年に公有林野の監督を強化する改正を行ったことにより、山林の伐採や炭焼きができなくなった小十郎は「熊捕り」を「商売」 するところまで追い詰められた、と述べている。
これをふまえて、教師用指導書『新編
 国語Ⅰ
　
授業研究編』 （教育出版、
二〇〇〇年）では、 「どんなにさかのぼっても時 は明治三十年以降、執筆年が昭和
₂年と推定されているから明治の後半から大正にかけての物語と思
われる。 」と述べている。ところが、ずるい荒物屋の店先には「
金きんてんぐ
天狗
」が並
んでいる。これは
岩いわや
谷
松まつへい
平
（岩谷商会）が製造販売した天狗煙草の一種で、
一九〇四（明治三七）年の煙草専売法 よって消滅した。つまり 作品の世界は明治三七年以前と考える き あり、小十郎が毛皮 売 得る二円価値もわかってく
以下、本稿では『新編
 国語Ⅰ』 （教育出版）とその教師用指導書を検討
しながら、 「なめとこ山の熊」に描かれた時代を明らかにする。なお、作品の本文は『【新】校本宮澤賢治全集』第一〇巻（筑摩書房、一九九五年）を用いる。一
　
猟師小十郎
「なめとこ山の熊」は小十郎を死に追いつめた荒物屋を通して、弱者を踏みにじって栄える非人間的な資本主義社会のありように抗議した作品である。分析にあたっては、小十郎と熊との心 交流、ユーモラスな冒頭と悲惨な結末との食い違い どに注目したい。まず、小十郎の特色は次の三点に要約できる。第一に、豪快で心やさしい山の男として描かれている。 「すがめ
（１）
の
赭あかぐろ
黒
いごりごりしたおやじで胴は小さな臼ぐらゐ」ある、容貌魁偉
なたくましい大男である。なめとこ山を「まるで自分の座敷の中を歩いてゐるといふ風でゆっくり っしのっしと」歩き回る。大自然で生きる豪快な山の主 あり、熊にも好かれていた。早春の夜、月光を浴びて谷の向こうのひき桜の白い花を眺め 母子熊を見 と、 「風があっちへ行く 行 と思ひながらそろそろと」 、狩のための笹小屋にもど た。愛情に満ちた熊たちの平和を乱すまいとするやさしさを持っている。
第二に、猟師としての苦悩が強調されている。小十郎は熊捕りの名
人だが、好んで殺すのではな 。 「ほかの罪のねえ仕事していんだが畑はなし木はお
上かみ
のものにきまったし里へ出ても誰も相手にしねえ。
＊　国語教育講座
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二五
仕方なしに猟師なんぞしるんだ。 」と、殺した熊に語りかける。そこに
殺せっしょう
生
を罪だと知りつつ、老母と孫五人を養うために、憎んでもいない熊を殺さねばならない小十郎の苦悩がこめられている。
そのため、 「おまへは何がほしくておれを殺すんだ。 」と正面きって熊に問
われると、 「ほんたうに気の毒だけれどもやっぱり仕方ない」 、けれども家族がなくて自分一人なら熊捕 をやめて草木の実を食べて死にた 、と正直に心の内を打ち明ける。小十郎の苦悩を理解した熊は、 「二年ばかり待って呉れ」 と約束し 立ち去る。 小十郎も 「う
　
うとせつなさうにうなって」 帰るが、
そこにはこんなにも互いに心が通 合っていながら、 を殺さねば生活できない苦悩と悲哀 にじみでてい
第三に、町では底辺の弱者に変貌することが強調されている。 「この豪儀
な小十郎がまちへ熊の皮と胆を売りに行くときのみぢめさと云った 全く気の毒だった」という。ずる賢い荒物屋に足元を見られて、命懸けでしかも悩みつつ取ったえものを、二束三文 買いたたかれてしまう。
駆け引きを知らぬ純朴な小十郎は「
叮てい
ねいに敷板に手をついて」 「どうが
何ぼでもいゝはんて買って呉なぃ。 」と何度 頼み わがれたや 声で」哀願しなければなら かった。町で通用するのは金銭であり、貧しい小十郎は荒物屋の利益追求 手段、搾取される弱者な である。
一方、荒物屋はどのように描かれているのか。 「大きな
唐からかね
金
の火鉢」のそ
ばに 「どっかり座って」 「又来たかといふや うすわらっ ゐるのだった」彼は己の利益だけを追求する、冷酷非情な資本家の象徴である。 かも、駆け引きを心得た狡猾な男だけに、嘆願する に対して、 「こ 前のもまだあのまゝしまってあるし」 「なんぼ安くても
要い
らな
い
ます」と拒絶して不安
にさせ、さんざん哀願させた後、恩きせがましく「顔の少しでにかにか笑ふのをそっとかくして」毛皮を二枚二円で買いたた のである
語り手の「僕」は、 「こんないやなづるいやつら」 、あるいは「二度とつら
も見たくないやうないやなやつ」と、最大限の怒りと不快の感情を吐き出す労せずして利益をあげる資本家に対する語り手の反感を見ることができる
二
　
小十郎と熊たち
「なめとこ山の熊」は、五段に分けることができる。第一段では、なめとこ山の熊とそれを捕らえる小十郎の苦悩を描く（『【新】校本宮澤賢治全集』第一〇巻、二六六ページ九行目まで） 。第二段では、早春の月夜の母子熊のほほえましい会話と、 それを乱す いとする小十郎のやさしさを描く （二六六ページ一一行目まで） 。 第三段では、 荒物屋に搾取される小十郎 九ページ七行目まで） 。第四段では、約束通り二年後 死んだ熊に対する小十郎の感動を描く（二七〇ページ一一行目ま ） 。第五段では、小十郎の死と熊たちによる追悼が描かれる第一段は 「なめとこ山の熊のことならおもしろい。 」 と書き始められる。 「熊
の子供らがすまふをとっておし ひぽかぽか
撲なぐ
りあっ」たり、 「崖の上で膝
をかゝへて座ったりしておもしろさうに小十郎を見送って」いたり、鉄砲を構える小十郎に「迷惑さうに手をふってそんなこ されるのを断はった」りなどと、熊の生態 ユーモラスに描かれ い
ところが、第五段では「熊ども、許せよ。 」と言って死んだ小十郎を、月光
の中で多くの熊たちがとり囲み、 「ぢっと雪にひれふしたまゝいつまでも動かなかった。 」という荘厳なラストシーンが描かれる。明 く軽妙な喜劇的な冒頭と、暗く重々しい悲劇的 結末とは余り 対照的である。
西田良子氏は、この一八〇度の転換 作者の心境の変化によるものであろ
う、と次のように述べている。賢治は最初、なめとこ山の熊と豪快に山を歩き回る小十郎とをユーモラスに描くつもりであった。
しかし、 筆が、 山男小十郎が熊を殺し熊の体を裂くところまで来た時、
賢治の胸には、猟師の小十郎が抱くであろうさまざまな苦悩や悲哀が、まるで自分のことのようにこみあげて来て、彼の心は次第に暗く重たくなっていった。
このあたりから、 作品の中には、 「おもしろい」という雰囲気がうすれ、
田畑を持た い以上、殺生以外に生きるすべのない山男の宿命的な哀しい因縁話へと話題が移 て行く。そしていよいよ、この人 いい小十郎が、あれほど大きな危険をおかし あれほどつらい苦しい思いを
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二六
しながら手に入れた熊の皮を、荒物屋の主人にわずか二円に買いたたかれてしまうところまで書いて来た時、彼は遂にたまり ね、自分の感情をナマのまま吐き出すように書きつけてしまっ 。○……こんないやなづるいやつらは世界がだんだん進歩すると、ひと
りで消えてなくなって行く。
　　
僕はしばらくの間でもあんな立派な小十郎が二度とつらも見たく
ないやうないやなやつにうまくやられることを書いたのが実にしゃくにさわってたまらない
（
₂）。
　
このように弱い者、貧しい者が救われない不条理な現実に向けられた賢治
の目は、 第四段では弱者同士の信頼といたわりに向けられている。 約束を守って、 二年後に小十郎の庭で舌をかみ切って自殺した熊のエピソード。それは、自己の利益追求のためには相手がどうなろう もかまわない、という荒物屋の主人の醜さを際立たせる役割を果たしている。家族を養うため やむなく猟をする小十郎。その苦悩を察した熊は、 「二年目にはおれもおまへの家の前でちゃんと死んでゐてやるから。 」と約束する。しかも、小十郎が後ろから撃たないことを信頼して、ゆっくり立ち去っていった。小十郎も、約束通り死んだ熊を拝む。純粋であるが えに、社会的に弱者たらざるをえない小十郎と熊は、殺し殺される敵対関係にありながら、それを越えて哀しいまでに心が通い合うの ある。このような彼らの心の交流を極限にまで高めたのが、第五段であろ 。「おゝ小十郎おまへを殺すつもりはなかった。 」と言う熊と、 「これが死んだしるしだ。死ぬとき見る火だ。熊ども、ゆるせよ。 」と思いつつ死ぬ小十郎。両者は互い 殺生の罪を悔い、許し合っている であり、恩
おんしゅう
讐を超越し
た祈りの境地が開けている。スバルやオリオンの星が緑や橙
だいだい
にちらちらする
厳寒の夜、 「雪と月のあかり」の中で、 熊たちはじっと化石したように動かず、小十郎のなきがらを囲んで「雪にひれふして」死 悼む。
このラストシーンで、熊は「黒い大きなもの」と表現されている。苦しみ
多い小十郎を魂の底から追悼する熊は、熊以上の存在にまで高められていかのようである。一番高い所に置かれた小十郎もまた殺生の業
ごうく
苦から解放さ
れ、 「冴え冴えして何か笑ってゐるやうにさへ見えた だ」 そ には、不条
理な社会の中で苦しんだ小十郎の高貴な魂の昇天を祈らずにはいられない作者の悲しみが現れている。
この作品の主題は明らかであろう。小十郎は憎んでもいない熊を生活のた
めに苦しみながら殺すが、荒物屋に買いたたかれ、ついには熊に殺されてしまう。熊も小十郎も、貪欲に利益を追求する荒物屋の犠牲者なのである。小十郎の悲劇を通して、賢治 弱い者や貧しい人々をふみにじって繁栄する資本主義社会の搾取の構造を怒りをこめ 告発 てい ことは明らかである。この冷酷非情な現実社会に対して、大自然に生きる純朴な小十郎と熊との利害を越えた心の交流が悲しいほど美しく描かれている。
特に、雪の上で月光を浴びた小十郎のなきがらと、それを追悼する熊たち
の集団は何者にも犯されない荘厳さを備えている。そこには打算と利害を越えて純粋に生きる者に対する賢治の限りない共感がこめられてい 。 従って、この作品は人間らしく生きようとする者への挽歌であると同時 、人間性を奪う者への告発の書なのである。三
　「なめとこ山の熊」の時代
「なめとこ山の熊」読解の中心的課題は、なぜ小十郎は心ならずも熊撃ちを続けなければならないのか、それを考える とであろう。熊 撃ち殺した後、小十郎は死んだ熊に向かって「熊。おれはてまへを憎くて殺したのでねえんだぞ。おれも商売ならてめへも射たなけぁならねえ。ほかの罪のね 仕事をしていんだが畑はなし木はお上の のにきまったし里へ出ても誰も相手にしねえ。仕方なし 猟師 んぞしるんだ。てめえも熊に生れたが因果 らおれもこんな商売が因果だ やい。この次には熊なんぞに生れ よ
（
₃）。 」
と語りかける。これについて、小森陽一氏は、
「畑はなし木はお上のもの」という言葉には、まさに、明治維新以降の近代化のなかで遂行された、地租改正以来の土地の私的所有と、山への共同の入会権が抑圧され、山林に対する国有化 動き 中で、小十郎が「熊捕り」でしか現金収入が得られなくなってしまった現実があらわ
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二七
れています。彼は材木の伐り出しも、 炭焼きもできなくなったがゆえに、熊を殺さなくてはならない です。小十郎と熊の背後には、近代国民国家「日本」における諸制度が立ちはだかっているのです
（
₄）。
と説明している。この山と森からの締め出しが、日清戦争を経て森林資源の軍事的経済的重要性を認識した明治政府が、一八九七（明治三〇）年に森林法を発動し、日露戦争後の一九〇七（明治四〇）年に公有林野の監督を強化する改正を行ったことで決定的なものになり、小十郎は「熊捕り」を「商売」にするところまで追い詰められた、と小森氏は言う。
山林国有化の過程については、 『国史大辞典
　
₅』 （吉川弘文館、一九八五
年）の「国有林」の項目の方が詳細である。それ 、小森氏の説明では山国有化による山村農民の苦しみが伝わらない。木曽 農民たちは、明治国家による山林国有化によって苦しめられた。島崎藤村の長編小説『夜明け前』（一九二九―三五年）には、それが詳しく描かれている。山の中の木曽は耕地が少なく、農民は山林 頼 ほかはない。
だが、木曽の
五ごぼく
木
（ひのき・さわら・こうやまき・ねずこ・あすなろ）は
個人所有の林でも伐採禁止とされ、山林の大部分は尾張藩の管轄であった。その取締りはきびしく、ひそか 伐採した は庄屋 庭先に連行され、数珠つなぎに木曽福島の代官所に引き立てられ 。それ 見た馬
まごめじゅく
籠宿の庄屋の
跡継ぎ、若き青山半蔵（藤村の父島崎正樹がモデル）は、幕府 倒れれば農民は救われると思った。平田篤胤 学に傾倒し ひそかに倒 運動を支援する。
しかし、明治維新になると、所有の不明確な山林はすべて国有化され、江
戸時代よりも農民は困窮する結果となった。一八七一（明治四）年一二月木曽山林問題嘆願運動が起きた。翌年一二月、島崎正樹 維新後は馬籠宿名主兼
戸こちょう
長
）は木曽三三ケ村の総代となり、山林行政の改革を役所に陳情し
た。そのため、一八七三（明治六）年五月、戸長 村長）を罷
ひめん
免された。明治
維新に裏切られた正樹は絶望して発狂し、座敷牢で死ぬ それが『夜 け前』の結末に取り込ま 。藤村の兄の一人広助は、木曽の国有林の解放を求めて上京して奔走し、破産する。それは『家』 （一九一〇―一一年） 森彦として描かれる。
また、明治維新後、個人所有の民有林にしても、農地と同様に売買されて
少数の地主の手に集約されていった。賢治の母方の祖父宮沢善治は山林原野を買い占め、岩手県
上かみへい
閉伊
郡小友村（遠野市近辺）の民有林の六割を所有し
た
（
₅）。つまり、森は国有林か、少数の地主の民有林になっていったのであ
り、山で自由に生きることは許されなくなっていく。そうした時代に生きたのが小十郎 あった。小森氏は「彼は材木の伐り出しも、炭焼きもできなくなった ゆえに、熊を殺さなくて ならないのです。 」と言うが、山林地主に隷
れいぞく
属する労働者として伐採や炭焼きをすることはできたわけである。 だが、
「里に出ても誰も相手にしねえ」というように、小十郎は村里に下りれば異形な「
山やまびと
人
」として差別されていた
（
₆）。地主にも忌避されて雇用されなかっ
たのであろう。
この点に関して『新編
 国語Ⅰ
　
授業研究編』 （教育出版、二〇〇〇年）で
は、明治四〇年の森林法改正が小十郎を熊捕りに追い詰めたとする小森説をふまえて、 「どん にさかのぼっても時代は明治三十年以降、執筆年が昭和
₂年と推定されているから明治の後半から大正にかけての物語と思われる。 」
と指摘している
（
₇）。しかし、 『夜明け前』に描かれたように、すでに明治四、
五年頃に木曽の農民は打撃を受け、深刻 山林問題が発生していた。こ 時期に、 小十郎が猟師になっ と見ることもできる。 「木はお上
かみ
のものにきまっ
たし」という小十郎の古風な表現「お上」は、江戸時代の庶民感覚 残しているように見える。
小森氏は明治四〇年の公有林野の監督強化によって猟師になったとする
が、それはあくまで推定にすぎない。しかも、それは荒物屋 店頭に並ぶ煙草の「金天狗」と矛盾する。なぜなら、 「金天狗」は一九〇四（明治三七）年の煙 専売法によって消滅したからである。原子朗『新・宮沢賢治語彙辞典』（東京書籍、一九九九年）は、 「金天狗やカメレオン印」について、 「ともに旧民営時代の煙草の人気銘柄」と説明している。金天狗は、岩谷松平が製造販売した煙草の一種である。岩谷は一八七七 （明治一〇） 年 東京銀座 出店し、金・銀・赤・青 四 類の天狗煙草を販売 店頭に天狗の面の看板 かけて有名になった
（
₈）。
ところが、一九〇四（明治三七）年四月、煙草専売法が公布され、五月に
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二八
専売局が設立された。七月からリリー、 スター、 チェリー、 敷島、 大和、 朝日、山桜が発売された。岩谷商会の設備は翌年 政府に買収された。山林の国有化や煙草の専 、 いず も明治政府の富国強兵のための財政強化策であった。つまり、小十郎が荒物屋に熊の皮を売りに行ったのは、金天狗が店先に並んでいた時代（明治一〇―三七年）と、それ以前に限られる。ずるい荒物屋は、
町の中ほどに大きな荒物屋があって
笊ざる
だの砂糖だの
砥といし
石
だの金天狗
やカメレオン印の煙草だのそれから硝子の蠅とりまでならべてゐたのだ。小十郎が山のやうに毛皮をしょってそこ しきゐを一足またぐと店では又来たかというやうにうすわら ゐる だった。
と描写されているが、それは母方の祖父宮沢善治が営んだ荒物屋がモデルであろう。
賢治研究でよく引用されるのは、 「
何なにぶん
分
にも私はこの郷里では財ばつと云
はれるもの、社会的被告のつな りにはいってゐる で、目立ったこ があるといつでも反感の方が多く、じつにいやなのです。 」 （
母ははきひかる
木光
あて書簡、
一九三二年六月一九日）という昭和初期の書簡である。 「財ばつ」 （財閥）というのは、実家の宮沢家よりも母の生家の宮沢家をさす。
境忠一氏の 『評伝
 宮沢賢治』 （桜楓社、 一九七五年） によれば、 宮沢善治 （通
称、 宮善） は、 岩手県で 、 二を争う 額納税者であった。 善 は荒物商を営み、煙草・塩・砂糖などの専売品の
元もとうりさばき
売捌
店となり、石油を販売して繁盛した。
さらに、県内の山林原野を買い占めた。善治の子や孫が花巻町長や市長になり、娘が町長の梅津家に嫁した。一族 花巻の政治と経済を動かしたの ある。
花巻を支配した宮沢一族。 賢治はその一員と見られるのを嫌った。 そこに
賢治の生き方と文学を解く鍵があろう。それ 別に論ずるとして、 「笊だの砂糖だの砥石だの金天狗やカメレオン印 煙草」を並べていた荒物屋というのは、一八九六（明治二九）年生まれの賢治が幼少期に見 祖父（宮善） 店頭の風景ではなかったか。
五
　
二枚二円の熊の皮
小十郎が猟師をしていたのが、おおよそ金天狗が販売されていた一八七七
（明治一〇）年から一九〇四（明治三七）年までの間だとすると、米の値段はいくらであったのか。なぜなら、小十郎が撃ち殺した熊を解体して毛皮と胆を取って「ぐんなりした風」で山を下りるのも、家族を養うための米や味噌を買うためだったからである。小十郎は狡猾な荒物屋に買いたたかれて、二枚二円で売っている。「いくら物価の安いときだって熊の毛皮二枚で二円はあんまり安いと誰でも思ふ。 」と、語り手は憤っている。 「物価の安いとき」とは、語り手の「僕」から見た小十郎の時代がはるかな過去に属することを意味している。冒頭でなめとこ山の大空滝に言及した後、 「昔はそのへんに熊がごちゃごちゃ居たさうだ。ほんたうはなめ こ山も熊の胆も私 自分で見たので ない。人から聞いたり考へたりしたことばかりだ。 」と、すべては伝聞によるものだとことわっている。「僕」のいう「昔」とは金天狗が売られていた時代、つまりは賢治の幼少期と考えてよい。賢治は一九一八（ 正七）年の土性調査中に鉛温泉の熊の胆について知り、一九二七（昭和二）年頃に「なめとこ山の熊」を執筆した。しかし、描かれているのは、あくまで語 手の直接知らない遥かな過去、 「熊の子供らがすまふをとっておしまひぽかぽか撲りあったり」した牧歌的 時代な である。週刊朝日編『値段の明治・大正・昭和風俗史』 （朝日新聞社、一九八一年）
によると、東京都の標準価格米一〇キロの値段は、 七七（明治一〇）年で五一銭、一八九七（明治三〇）年で一円一二銭である。小十郎が住むいなかでは、もっ 安いにしても、二円では一ケ月 米代がやっとであろう。 『新編
 国語Ⅰ』 （教育出版）は一七一ページの注
27で、二円について「この作品
執筆当時の標準価格米十キロ当たりの小売価格 三円二十銭」と解説している
（
₉）。これは作品に描かれた時代の米の価格ではないし、何の意味もない。
小十郎が熊の胆をいくらで売ったのか、作中には 確に書かれていない。
熊に 「おまへは何がほしくておれを殺すんだ。 」 問われ と、 小十郎は 「あゝ、
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二九
おれはお前の毛皮と、胆のほかにはなんにもいらない。それも町へ持って行ってひどく高く売れると云ふので いし……」 と答えているだけである。小おの
埜裕二氏は宮尾嶽雄『ツキノワグマ』 （信濃毎日新聞社、一九八九年）に基
づいて、 「明治四四年 秋
あきやまごう
山郷で、熊一頭の収入は一六四円になったという。
内訳は、皮三五円、胆一二九円。 」 注記している
（
　 10）。胆は毛皮より高値で
取引されたのである。また、毛皮が三五円なら、 「なめとこ山の熊」の語り手が二枚二円ではあんまり安すぎる、というのも当然 あろう。
小十郎の悲劇は、貨幣経済に組み込まれていることに起因する。小十郎は
熊を殺して、毛皮と胆を取る。小十郎は熊 肉は食べ いし、売ら い。猟師なら、撃ち殺したえものは肉も毛皮も最大限に利用す が普通 。だが、小十郎は違う。毛皮と胆――も とも商品価値の高い部分だけを切り取っていく。その点では、西部開拓時代の白人のバッファロー（野牛）狩りと同じである。白人た はバッファローを乱獲し 商品価値のある角 毛皮をはぎ取り、死骸を草原に累々と放置して く。そのため バッファローが激減し、インディアンたちは生活できなくなる。それが、アメリカ映画『ダンス・ウイズ・ウルブズ』 に描かれている
（
　 11）。インディアンたちは殺したバッ
ファローの肉も毛皮もすべて利用し、乱獲せず、生態系 破壊 ないようしていたのである。
一方、毛皮と胆だけを切り取る小十郎は、商品として熊を利用しているの
である。 それを示す が 「おれ こんな商売が因果だ。 」 いう発言の中の 〈商売〉という言葉である。だ 、 〈商売〉はしていても、小十郎に商才 ない荒物屋に卑屈に頼みこみ、ようやく 二枚を二円で売るにすぎない。しかも、それを受け取る時、小十郎は主人と同じく「にかにか」しているのだ。
これについて小埜裕二氏はすでに、 「小十郎が騙されるのを見て主人が「に
かにか笑ふ」のと同じく、小十郎は「にかにかしながら」金を受け取る。のみならず小十郎は酒の馳走にありつくのを 「わくわくして 待っ い 。 」 「それにしても小十郎の反省 無さが気にかかる。 」と指摘している
（
　 12）。
そこに、貨幣経済に組み込まれた小十郎の卑小な姿が明示されている。小
十郎は熊とも話ができ、熊も死んだ小十郎を追悼する聖なる存在だ 、一方では金銭に縛られた卑俗な存在でもあったのである。 いは、聖と俗に引
き裂かれた存在と言うべきか。そこに小十郎の悲劇性があったと思われる。おわりに
繰り返しになるが、小森陽一氏は日露戦争後の一九〇七（明治四〇）年に
公有林野の監督を強化する森林法改正によって、小十郎は猟師になったとする。しかし、小十郎が猟をしてい のは、金天狗が荒物屋に並んでいた時代であ 金天狗が消滅する一九〇四（明治三七）年以後の話ではない。小森氏が作品の細部を無視して、描かれた時代を誤解していることは明らかである。
その事実誤認を 『新編
 国語Ⅰ』 （教育出版） の教師用指導書は盲信して、 「明
治の後半から大正にかけての物語」と拡大解釈 、教科書の注 も昭和二年の米の値段を書いている。学界でカリスマ的な小森氏の事実 認が検証されることなく、指導 を通じて広まっていく。その構造に国語教育の大きな問題が潜んでいるのではなかろう 。 教師も指導書 記述が正し のかどうか、吟味してから授業で用い 必要があろう。
このように教師用指導書には問題があり、独断的な解釈や盗用も珍しくな
い。その実態と対処法については、拙著『通説に挑む文学教材の研究（中学篇）』 （鷗出版、 二〇一六年）の第二部「茨木のり子研究から見 欠陥指導書」において詳述したので、参照していただきたい。
（
₁）教科書では「すがめ」 （やぶにらみ）を差別語として削除している。
（
2） 「『なめとこ山の熊』論――宮沢賢治の視点」 （『日本児童文学別冊
　
宮沢賢治童話
の世界』 一九七六年二月、 すばる書房） 一四一ページ。後に西田良子 『宮沢賢治論』 （桜楓社
　
一九八一年）に収録された。坪井秀人氏は西田説を批判し、起点と終点が異
なるのは語り手自身の演技者としての相貌がせり出しているからだとする。語り手がもっとも語りたかったのは「因果」として熊殺しを続けなければならなかった「山人」小十郎 悲しさである。小十郎は自然 摂理に身をゆだねて死に、小十郎と熊との聖別された一体化の中で物語の幕はおろされると説く（「『 めとこ山の熊』読みはじめ 『名古屋近代文学研究』第六号、一九八八年一二月） 。
　　　
 沼田純子氏は「『なめとこ山の熊』を読む――熊撃ちか熊か、ともに在ることを得
ない悲しみ―― において、重い内容を虚構として語り、読者を衝撃から救う語りの形式になっていると説く。 「なめとこ山 熊のことならおもしろい。 」 という冒頭は、完結したドラマを語るスタイルで「さ かち淵」 「オツベルと象」に近 また語り
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手が目撃した事件ではなく、 「ほんたうはなめとこ山も熊の胆も私は自分で見たのではない。人から聞いたり考へたりしたことばかりだ」と伝聞として語られる。熊撃ちか熊か、ともに在ることを得ない悲しみが描かれている する（『宮沢賢治――言葉と表現』和泉書院、一九九四年） 。まだ、研究の余地が残されている部分である。
（
3） 『【新】 校本宮澤賢治全集』 第一〇巻 （筑摩書房、 一九九五年） 二六五―二六六ページ。
以下、出典は省略する。
（
4） 『最新
　
宮沢賢治講義』 （朝日新聞社、一九九六年）一四一ページ。
（
5）境忠一氏は 評伝
 宮沢賢治』 （桜楓社、一九七五年）において、 「当時の地主は多く
水田に主力を注いだものだが 宮善の眼目は山林原野にあっ 。上閉伊郡小友村の民有林の六割はこの店の所有であり及川村長 『オラホの村は宮善の村です』などといった時代もある。 」と述べている（三二ページ） 。
（
6） 坪井秀人氏は 「『なめとこ山の熊』 読みはじめ」 の注
₅で、 「小十郎を 『山男の四月』 『祭
の晩』等に登場する幻想界からの流れ者であ 〈山男〉の類型に入れる捉え方があるが、 里人と交易する彼は、 それとはまた異質の存在だ。区別する意味も込めて〈山人〉とした。 」 述べている（一四ページ） 。妥当な見解であ 。
（
7） 『新編
 国語Ⅰ
　
授業研究編』 （教育出版、二〇〇〇年）一二七ページ下段。
（
8） これは前著『宮沢賢治語彙辞典』 （東京書籍、 一九八九年） 、 すでに記述されている。『現代文』 （三省堂、一九八三年 の指導書 、 「一九〇四（明治三七）以前は、たばこは民営企業の手により行われ、なかでも岩谷商会の天狗たばこ 、 「岩谷天狗」として有名だった。カメレオン印 いうのは企業名 不明 が、民営時代のたばこの名である。 」と説明している（三三ページ） 。
（
9） 『新編
 国語Ⅰ』 （教育出版、二〇〇〇年）一二七ページ下段の注
27。
（
10）小埜裕二「偽の因果、 真の因果――「なめとこ山 熊」論――」 （京都大学『国語国文』
第六五巻一二号、一九九六年一二月） 注
12（五二ページ） 。秋山郷は長野県と新潟
県にまたがる豪雪地帯で、古くから狩猟が盛んであった。
（
11） 『ダンス・ウイズ・ウルブズ』 （
D
ance w
ith W
olves ）は一九九〇年のアメリカ映画。
監督・主演・製作はケビン・コスナー。南北戦争時代のフロンティアを舞台にスー族の女性（実は白人）と愛 あい インディアンと共に生きた元北軍中尉の数奇な運命を描いた。第六三回アカデミー賞作品賞ならびに第四八回ゴールデングローブ賞を受賞した。
（
12）前掲論文、四四ページ。
　
〔付記〕
　
物語の舞台となるなめとこ山について、
天あまざわたいじろう
沢退二郎
（詩人、 宮沢賢治研究家）は『注
文の多い料理店』 （新潮文庫、一九九〇年）の注解で、 「豊沢川上流の山奥にこの名を通称とする山があることは知られているが、地図に記載されておらず、香取直一氏他の調査研究にもかかわらず、まだ充分明確に特定されていない。 」と述べている（三二二ページ） 。　
ところが、 『河
かほく
北新報』 （一九九六年七月三〇日）は、 「宮沢賢治の童話の舞台／『な
めとこ山』あった！」と報道している。一九九六年に花巻市の佐藤孝氏（岩手県自然観察指導員） と自然保護団体 「花巻のブナ原生林に守られる 民 会」 （川島潔会長）が調査した結果、明治初期 「岩手県管轄地誌」に「那米床山」の記述があり、幕末の絵地図にも「ナメトコ山」と記載されていることが判明した。 と
雫しずくいし
石
境の無
名峰（標高八六〇メートル）がなめとこ山と特定され、国土地理院では地図を訂正したという。
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三一
要　旨
本稿では宮沢賢治「なめとこ山の熊」（高校教材）の時代設定を解明する。小森陽一氏は明治40年の公有林野の監督を
強化する森林法改正によって、小十郎は山から締め出されて猟師になったとする。しかし、小十郎が熊の皮を売りにい
く荒物屋には、民営煙草の金天狗が並んでいた。従って、煙草専売法によって金天狗が消滅する明治37年以後の物語で
はない。
その事実誤認を『新編 国語Ⅰ』（教育出版）の教師用指導書は盲信して、「明治の後半から大正にかけての物語」と拡
大解釈した。学界で著名な小森氏の事実誤認が検証されることなく、指導書を通じて広まっていく。その構造に国語教
育の大きな問題が潜んでいるのではなかろうか。教師も指導書の記述の是非を吟味してから、授業で用いる必要があろ
う。
Key words：児童文学、国語教育、教師用指導書
（平成28年₉月30日受理）
 ‘Kojurou’ and ‘Kintengu’――On the period of Nametokoyama no kuma by MIYAZAWA Kenji――
WATANABE  Yoshio
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三二
